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編 集 後 記

　以前あるデパートで「あなたの誕生日の新聞を印
刷します」という催しがあり，私の誕生日である昭
和 33 年某日の新聞を印刷してもらいました．1 面右
上は「道徳教育の義務化」，次の記事が「金門侵攻迫
る」で，中共軍が 1 昼夜で 1 万 6 千発もの砲弾を撃
ちかけたというものでした．台湾海峡は実際にドン
パチやっていたのですね．いまさらやらないだろう
と考えるのは平和ボケというものでしょう．そして
下の方に小さな枠で「登校拒否は違法」という記事
が出ていました．法相と文相が司法上の処置も検討
すると答弁したというものでした．憲法上，教育・
勤労・納税を日本国民の 3 大義務と言いますが，文
字通り解釈すればそうなりますよね．
　今月号の特集は「不登校」です．最近は登校拒否
という言い方はほぼしなくなりました．確かに「私
はとにかく学校に行きたくない」とはっきり言うよ
うな子どもは，むしろ健康かもしれません．ほとん
どの場合「不登校」の子どもたちは何らかの身体的・
精神的不調を理由に学校に行かなくなります．した
がって，われわれ小児科医の援助が必要になるわけ
です．不登校状態にあることを口にしない患者も多
くいます．身体症状に注意が行きすぎると解決を遅
らせることがありますし，逆にすぐにメンタルの問
題と考えてしまうのも危険です．日常的ですが，非
常に深いテーマです．

　「綜説」は「抗インフルエンザ薬の基礎と使い方」
です．新型コロナの 5 類移行以降インフルエンザの
流行が夏場になっても続いています．もう一度知識
をアップデートする良い機会と思います．2 題目は

「未診断疾患イニシアチブ（IRUD）」についてです．
IRUD により次々と新規遺伝性疾患の診断が可能と
なってきています．最先端の遺伝子診断を覗いてお
くのも有意義だと思います．
　「社会小児科学」では，「小児科領域の医療訴訟」
について法律家の立場から非常に具体的な解説をい
ただきました．
　「オピニオン」は，総合アレルギーセンター構想に
ついてのご提言です．
　「トピックス」は出生前診断とパラインフルエンザ
3 型感染症の検討についてです．
　連載企画「実例でわかる 臨床研究入門」第 3 回は

「From the scratch のススメ」ということで，初心
者のうちからすべて自分でやることが大切だと説か
れています．
　不登校はもちろん一義的には当事者本人の問題で
すが，わが国の今後のことを考えると，国家的にも
非常に深刻な問題です．要するに，将来に明るい希
望が持てる社会の実現が何より大切なのではないで
しょうか．
 （伊藤　保彦）
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